
聖心女子大学
グローバル共生ワークショップ

聖心女子大学グローバル共生研究所が運営する展示・ワークショップスペースBE*hive（ビーハイブ）で

は、「気候変動」をテーマにした展示と、学びをより深めていただくためのさまざまなワークショップをご用意

しています。 展示を見るだけでは得られない気づきや発見を、ワークショップの専門家が引き出します。

総合学習や訪問学習、修学旅行、その他グループ学習などの一環としてぜひご活用ください。

※BE＊hiveにおけるワークショップの企画・運営は、聖心女子大学グローバル共生研究所と認定NPO法人開発教育協会（DEAR）が共同で行って

います。

2019年9月版

グローバル共⽣研究所
グローバル、あるいはローカルな諸課題に主体的に、かつ実践的な⾏動⼒を持つ⼈間を育成するための研究、教育を⾏うことを⽬的としています。グローバル
共⽣をテーマとした授業、公開講座・ゼミナー、展⽰・ワークショップの企画運営、教育・研究活動、NGO・NPOなどとの連携を図っています。

認定NPO法⼈開発教育協会／DEAR

国際協⼒NGOや国連関係団体、地域の市⺠団体など約50の⺠間団体と教員など約700名の個⼈で構成される教育NGOです。1982年に発⾜して以
来、開発教育と呼ばれる国際理解や国際協⼒をテーマとした教材の発⾏（約30点）や、講師派遣（年間150回）、参加型学習の普及推進を⾏っていま

す。http://www.dear.or.jp

BE＊hive
2017年9⽉にオープンした展⽰・ワークショップスペースです。来訪者の皆さんが「良質な問い」と出会うための場です。世界のさまざまな課題に出会い、学

習や研究を通じて知性を磨く、あるいはその課題解決に向けた実践的活動に積極的に参加することを、私たちは期待しています。



プログラムのご案内

テーマ ワークショップの内容 説明

A 気候変動
（基礎編）

1. 気候変動に関するクイズ（*1）
2. 気候変動に影響を受ける⼈々のエピ
ソードを読む（*2）

3. 展⽰⾒学、感想共有

4. ディスカッション、まとめ

• 気候変動の現状と原因をクイズ形式で学びます。

• 異常気象や⾼潮、海⾯上昇、⼲ばつなどによって⽣活が脅か
されている⼈びとのエピソードを 読んで理解を深め、⾃分たちの
⽣活とのつながりを考え、⾝近な問題として捉え直します。

• 気候変動についての興味・関⼼を深めたい⽅におすすめです。

B ファッションと気候変動

1. ファッションに関するクイズ

2. 服づくりの⼯程を知る
3. ファッションの裏側にある問題を知る
4. 展⽰⾒学、感想共有

5. ディスカッション、まとめ

• 私たちが普段着ている服がどこでどのように作られているのかを
クイズ形式で学びます。

• 服づくりに関わる⼈々の状況を知り、服の適正価格や服づくり
を⽀える労働者の⼈権問題について考えます。

• 展⽰⾒学では、ファッションと⼆酸化炭素の排出量や気候変
動との関連性について学びます。

• 様々な視点から、ファッションについて考えたい⽅におすすめで
す。

C ⽇本にいる
難⺠※

1. 難⺠に関するクイズ

2. ⽇本に住む難⺠のエピソードを読む
3. 展⽰⾒学、感想共有

4. ディスカッション、まとめ

• 世界と⽇本の難⺠問題の現状とその背景をクイズ形式で学
びます。

• ⽇本に住む難⺠のエピソードを読んで、⽇本での暮らしや難⺠
認定制度について理解を深めます。

2019年9月～2020年4月は３種類のワークショップをご用意しています。具体的な内容・時間・人数など、ご要望
に応じて調整いたしますので、まずはご相談ください。

*1 気候変動クイズ *2 気候変動に影響を受けている人々のストーリー

※「C．日本にいる難民」は、2017年9月～2019年3月の展示テーマ「難民・避難民」をもとに作られたプログラムです。

展示テーマ「気候変動」と異なりますが、学習テーマとして「難民」を希望される場合はこちらをお選びください。

ワークショップで使う教材の一部を紹介します。



プログラムに関する質問・申し込み先

お問い合わせいただく際は「グローバル共生ワークショップの件」での問い合わせであることをお伝えください。
なお、お申し込みをいただく際は、裏面「ワークショップ申込書」をご記入の上、メールもしくはFAXでお申し込みください。

■住所 東京都渋谷区広尾４-２-２４ 聖心女子大学４号館/聖心グローバルプラザ
■ TEL   03-3407-5811（代表）（４号館内線：104） ■ FAX 03-3407-5805
■ Email be-hive@g.u-sacred-heart.ac.jp

対象・所要時間など

■対象者・⼈数 原則として、⾼校⽣以上〜⼀般、30名程度まで
■所要時間 ご希望に応じて、30分〜90分程度まで
■費⽤ 無料 （実施希望⽇の1か⽉前までに事前予約が必要）
※具体的な内容・時間・⼈数など、ご要望に応じて調整いたしますので、まずはご相談ください。
参加者・申込者の感想

実績（2017年10月～2019年8月） 107件

■⼤学 ⻘⼭学院⼥⼦短期⼤学、⼤妻⼥⼦⼤学、聖⼼⼥⼦⼤学、⼤東⽂化⼤学、東京⼥⼦⼤学、
東洋英和⼥学院⼤学、獨協⼤学、⽇本⼤学、明治学院⼤学、⽬⽩⼤学、早稲⽥⼤学

■⾼等学校 秋草学園⾼等学校、札幌聖⼼⼥⼦学院、品川エトワール⼥⼦⾼校、聖⼼⼥⼦学院⾼等科、
捜真⼥学校⾼等部、星美学園⾼等学校、滝野川⼥⼦学園中学・⾼校、新潟清⼼⼥⼦⾼校、新島学園⾼等学校、
⽂京学院⼤学⼥⼦⾼校、宮城仙台第⼀⾼等学校

■中学校 埼⽟県上尾市⽴東中学校、北豊島中学校、三重県桑名市⽴明正中学校
■その他 甲府市⽴塩⼭中学校社会科教員、東京都⾼等学校家庭科教育研究会、⽬⿊区学習グループ ほか

気候変動に関して、いかに⾃分が無関
⼼で他⼈事だったかを痛感した。

まだ遠い未来だと思っていた危機が、す
ぐそこまで来ている（⼤学⽣／参加
者）

触れる展⽰や映像・写真が豊富にあって、イ
メージがふくらんだ。アート作品とのコラボレー

ションが絶妙で素晴らしかった。（⼤学教員
／申込者）

難⺠はみんな私たちと同じように普通に暮らしている
⼈間であることを実感した。⾃分たちに何ができるかを
もっと知りたい。 （⼤学⽣／参加者）

充実した展⽰とリンクした内容で、参加者の関
⼼を引き出し、疑問に答えていくスタイルがとても

よかった。ぜひまたワークショップをお願いしたい。
（⼤学教員／申込者）

展⽰を観るだけでなくワークショップに活⽤する
ことで更なる学びにつなげることができた。
（⼀般／参加者）

「難⺠・避難⺠」、「気候変動」のワークショップ参加者の感想



グローバル共生ワークショップ申込書

【提出先】 Email : be-hive@g.u-sacred-heart.ac.jp   ／ FAX : 03-3407-5805

提出日： 年 月 日

この度は、グローバル共⽣ワークショップをお申込みいただき、ありがとうございます。
以下の注意事項をご確認のうえ、お申込みをお願いします。
・実施希望⽇の1か⽉前までに申込書をご提出ください。
・時期や⼈数によっては、ワークショップの実施が難しい場合もございますので、事前にご相談ください。
・訪問予定⽇時、⼈数等に変更がある場合は、速やかにご連絡ください。
・ご予約後、やむを得ずキャンセルされる際は、訪問予約済みの⽇時、団体名、担当者⽒名と連絡先を明記の上、
メールにてご連絡ください。

申込者名
学校名・団体名

第1希望日時 年 月 日 午前／午後 時 分～ 時 分

第2希望日時 年 月 日 午前／午後 時 分～ 時 分

第3希望日時 年 月 日 午前／午後 時 分～ 時 分

訪問者情報 第 学年 名 ・ 引率者 名 ／合計 名

学校・団体
連絡先

住所
〒

TEL FAX

E-mail 担当者名

当日連絡先電話番号（携帯可）

訪問の経緯

□ホームページで
知った

□聖心女子大学
からの案内

□開発教育協会
（DEAR）からの案内

□知人・同僚の
紹介

□その他（ ）

希望するワークショップ

※プログラムのご案内
を参照

□ 【A】 気候変動（基礎編）
□ 【B】 ファッションと気候変動
□ 【C】 日本にいる難民
□ その他（ ）

実施のねらい・目的

行事計画
（任意）

その他ご希望など
（任意）

□

【事務局記入欄】

ご見学時の写真を聖心女子大学グローバル共生研究所のHPに公開させていただける場合は、チェックを入れてください。

受付日 回答日 講師名


